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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 液 晶 層 を 挟 ん で 対 向 す る 光 入 射 側 基 板 及 び 光 出 射 側 基 板 と 、 前 記 光 入 射 側 基 板 及 び 光 出
射 側 基 板 を 挟 ん で 対 向 し 、 偏 光 軸 が 相 互 に 直 交 す る 光 入 射 側 偏 光 板 及 び 光 出 射 側 偏 光 板 と
を 有 す る Ｉ Ｐ Ｓ 型 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 光 入 射 側 偏 光 板 が 、 光 入 射 側 か ら 見 て 順 次 に 第 １ の 保 護 層 、 偏 光 子 及 び 第 ２ の 保 護
層 か ら 成 り 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 保 護 層 は そ れ ぞ れ の 厚 み に 応 じ た リ タ デ ー シ ョ ン を 有 し
て お り 、
　 前 記 光 出 射 側 偏 光 板 と 前 記 光 出 射 側 基 板 と の 間 に 配 置 さ れ る 光 学 補 償 層 を 備 え 、
　 前 記 光 学 補 償 層 の 面 内 の 遅 相 軸 方 向 の 屈 折 率 を ｎ ｓ 、 面 内 の 進 相 軸 方 向 の 屈 折 率 を ｎ ｆ
、 厚 さ 方 向 の 屈 折 率 を ｎ ｚ と し た と き に 、
　 　 　 　 　 　 （ ｎ ｓ － ｎ ｚ ） ／ （ ｎ ｓ － ｎ ｆ ） ≦ ０ ． ５
が 成 立 し 、 前 記 光 学 補 償 層 の 遅 相 軸 と 前 記 液 晶 層 の 光 学 軸 と が 成 す 角 度 が ± ２ °

の 範 囲 に あ り 、 か つ 、
　 前 記 光 学 補 償 層 の 面 内 リ タ デ ー シ ョ ン を Ｎ １ ［ ｎ ｍ ］ 、 前 記 第 ２ の 保 護 層 の 厚 み を Ｄ １
［ μ ｍ ］ と し て 、 ０ ＜ Ｄ １ ≦ ８ ０ μ ｍ の 範 囲 で 、 下 記 式 ：
　 83.050-0.810× Ｄ １ ≦ Ｎ １ ≦ 228.090-0.74× Ｄ １
が 成 立 す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 ２ の 保 護 層 の 厚 み Ｄ １ が ０ ＜ Ｄ １ ≦ ４ ０ μ ｍ で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示
装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 液 晶 層 を 挟 ん で 対 向 す る 光 入 射 側 基 板 及 び 光 出 射 側 基 板 と 、 前 記 光 入 射 側 基 板 及 び 光 出
射 側 基 板 を 挟 ん で 対 向 し 、 偏 光 軸 が 相 互 に 直 交 す る 光 入 射 側 偏 光 板 及 び 光 出 射 側 偏 光 板 と
を 有 す る Ｉ Ｐ Ｓ 型 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 光 出 射 側 偏 光 板 と 前 記 光 出 射 側 基 板 と の 間 に 配 置 さ れ る 第 １ 光 学 補 償 層 と 、 前 記 光

、 前 記 光
学 補 償 層 の 遅 相 軸 と 光 出 射 側 偏 光 板 の 透 過 軸 と が 成 す 角 度 が ± ２ °



入 射 側 偏 光 板 と 前 記 光 入 射 側 基 板 と の 間 に 配 置 さ れ る 第 ２ 光 学 補 償 層 と を 備 え 、
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 光 学 補 償 層 の 面 内 の 遅 相 軸 方 向 の 屈 折 率 を そ れ ぞ れ ｎ ｓ 1 、 ｎ ｓ 2 、 面
内 の 進 相 軸 方 向 の 屈 折 率 を そ れ ぞ れ ｎ ｆ 1 、 ｎ ｆ 2 、 厚 さ 方 向 の 屈 折 率 を そ れ ぞ れ ｎ ｚ 1 、
ｎ ｚ 2 と し た と き に 、
　 　 　 　 　 　 （ ｎ ｓ 1 － ｎ ｚ 1 ） ／ （ ｎ ｓ 1 － ｎ ｆ 1 ） ≦ ０ ． ５
　 　 　 　 　 　 （ ｎ ｓ 2 － ｎ ｚ 2 ） ／ （ ｎ ｓ 2 － ｎ ｆ 2 ） ≦ ０ ． ５
が そ れ ぞ れ 成 立 し 、 前 記 第 １ 光 学 補 償 層 の 遅 相 軸 と 前 記 液 晶 層 の 光 学 軸 と が 成 す 角 度 が ±
２ ° の 範 囲 に あ り 、 前 記 第 ２ 光 学 補 償 層 の 遅 相 軸 と 前 記 液 晶 層 の 光 学 軸 と が 成 す 角 度 が ９
０ ± ２ ° の 範 囲 に あ り 、
　 前 記 第 １ 光 学 補 償 層 の 面 内 リ タ デ ー シ ョ ン を Ｎ １ ［ ｎ ｍ ］ 、 前 記 第 ２ 光 学 補 償 層 の リ タ
デ ー シ ョ ン を Ｎ ２ ［ ｎ ｍ ］ と し て 、 ０ ． ６ ≦ Ｎ ２ ≦ ４ ６ の 範 囲 で 、 下 記 式 ：
　 29.87+1.79× Ｎ ２ -0.048× Ｎ ２ 2 +0.001× Ｎ ２ 3

　 　 ≦ Ｎ １ ≦ 187.22-1.66× Ｎ ２ +0.0475× Ｎ ２ 2 -0.0009× Ｎ ２ 3

が 成 立 す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ 光 学 補 償 層 の 面 内 リ タ デ ー シ ョ ン Ｎ １ が １ ５ ０ ｎ ｍ ≦ Ｎ １ ≦ １ ８ ５ ｎ ｍ で あ る
、 請 求 項 ３ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 液 晶 層 を 挟 ん で 対 向 す る 光 入 射 側 基 板 及 び 光 出 射 側 基 板 と 、 前 記 光 入 射 側 基 板 及 び 光 出
射 側 基 板 を 挟 ん で 対 向 し 、 偏 光 軸 が 相 互 に 直 交 す る 光 入 射 側 偏 光 板 及 び 光 出 射 側 偏 光 板 と
を 有 す る Ｉ Ｐ Ｓ 型 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 光 出 射 側 偏 光 板 と 前 記 光 出 射 側 基 板 と の 間 に 配 置 さ れ る 第 １ 光 学 補 償 層 と 、 前 記 光
入 射 側 偏 光 板 と 前 記 光 入 射 側 基 板 と の 間 に 配 置 さ れ る 第 ２ 光 学 補 償 層 と を 備 え 、
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 光 学 補 償 層 の 面 内 の 遅 相 軸 方 向 の 屈 折 率 を そ れ ぞ れ ｎ ｓ 1 、 ｎ ｓ 2 、 面
内 の 進 相 軸 方 向 の 屈 折 率 を そ れ ぞ れ ｎ ｆ 1 、 ｎ ｆ 2 、 厚 さ 方 向 の 屈 折 率 を そ れ ぞ れ ｎ ｚ 1 、
ｎ ｚ 2 と し た と き に 、
　 　 　 　 　 　 （ ｎ ｓ 1 － ｎ ｚ 1 ） ／ （ ｎ ｓ 1 － ｎ ｆ 1 ） ≦ ０ ． ５
　 　 　 　 　 　 （ ｎ ｓ 2 － ｎ ｚ 2 ） ／ （ ｎ ｓ 2 － ｎ ｆ 2 ） ≦ ０ ． ５
が そ れ ぞ れ 成 立 し 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ 光 学 補 償 層 の 遅 相 軸 と 前 記 液 晶 層 の 光 学 軸 と が 成 す
角 度 が そ れ ぞ れ ± ２ ° の 範 囲 に あ り 、
　 前 記 第 １ 光 学 補 償 層 の 面 内 リ タ デ ー シ ョ ン を Ｎ １ ［ ｎ ｍ ］ 、 前 記 第 ２ の 光 学 補 償 層 の リ
タ デ ー シ ョ ン を Ｎ ２ ［ ｎ ｍ ］ と し て 、 ０ ． ６ ≦ Ｎ ２ ≦ ２ ２ の 範 囲 で は 、 下 記 式 ：
　 162.560-8.874× Ｎ ２ +2.258× Ｎ ２ 2 -0.291× Ｎ ２ 3 +0.0165× Ｎ ２ 4 -0.000346× Ｎ ２ 5

　 　 ≦ Ｎ １ ≦ 142.465+2.546× Ｎ ２ -0.017× Ｎ ２ 2

が 成 立 し 、 ２ ２ ＜ Ｎ ２ ≦ ６ ２ の 範 囲 で は 、 下 記 式 ：
　 73.04-0.977× Ｎ ２ +0.0220× Ｎ ２ 2 ≦ Ｎ １ ≦ 142.465+2.546× Ｎ ２ -0.017× Ｎ ２ 2

が 成 立 し 、 ６ ２ ＜ Ｎ ２ ≦ ９ ２ の 範 囲 で は 、 下 記 式 ：
　 73.04-0.977× Ｎ ２ +0.0220× Ｎ ２ 2

　 　 ≦ Ｎ １ ≦ 1205.596-41.304× Ｎ ２ +0.586× Ｎ ２ 2 -0.0028× Ｎ ２ 3

が 成 立 す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ 光 学 補 償 層 の 面 内 リ タ デ ー シ ョ ン が １ ５ ０ ｎ ｍ ≦ Ｎ １ ≦ ２ ３ ０ ｎ ｍ で あ る 、 請
求 項 ５ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 液 晶 層 を 挟 ん で 対 向 す る 光 入 射 側 基 板 及 び 光 出 射 側 基 板 と 、 前 記 光 入 射 側 基 板 及 び 光 出
射 側 基 板 を 挟 ん で 対 向 し 、 偏 光 軸 が 相 互 に 直 交 す る 光 入 射 側 偏 光 板 及 び 光 出 射 側 偏 光 板 と
を 有 す る Ｉ Ｐ Ｓ 型 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 光 出 射 側 偏 光 板 と 前 記 光 出 射 側 基 板 と の 間 に 配 置 さ れ る 第 １ 光 学 補 償 層 と 、 前 記 光
入 射 側 偏 光 板 と 前 記 光 入 射 側 基 板 と の 間 に 配 置 さ れ る 第 ２ 光 学 補 償 層 と を 備 え 、
　 前 記 第 １ 光 学 補 償 層 の 面 内 の 遅 相 軸 方 向 の 屈 折 率 を ｎ ｓ 1 、 面 内 の 進 相 軸 方 向 の 屈 折 率
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を ｎ ｆ 1 、 厚 さ 方 向 の 屈 折 率 を ｎ ｚ 1 と し た と き に 、
　 　 　 　 　 　 （ ｎ ｓ 1 － ｎ ｚ 1 ） ／ （ ｎ ｓ 1 － ｎ ｆ 1 ） ≦ ０ ． ５
が 成 立 し 、 か つ 、
　 前 記 第 ２ 光 学 補 償 層 の 面 内 の 遅 相 軸 方 向 の 屈 折 率 を ｎ ｓ 2 、 面 内 の 進 相 軸 方 向 の 屈 折 率
を ｎ ｆ 2 、 厚 さ 方 向 の 屈 折 率 を ｎ ｚ 2 と し た と き に 、
　 　 　 　 　 　 （ ｎ ｓ 2 － ｎ ｚ 2 ） ／ （ ｎ ｓ 2 － ｎ ｆ 2 ） ≦ － ２
が 成 立 し 、
前 記 第 １ 光 学 補 償 層 の 遅 相 軸 と 前 記 液 晶 層 の 光 学 軸 と が 成 す 角 度 が ± ２ ° の 範 囲 に あ り 、
前 記 第 ２ 光 学 補 償 層 の 光 学 軸 が 前 記 光 入 射 側 基 板 に 垂 直 な 方 向 で あ り 、
　 前 記 第 １ 光 学 補 償 層 の 面 内 リ タ デ ー シ ョ ン を Ｎ １ ［ ｎ ｍ ］ 、 前 記 第 ２ の 光 学 補 償 層 の リ
タ デ ー シ ョ ン を Ｎ ２ ［ ｎ ｍ ］ と し て 、 ０ ＜ Ｎ ２ ≦ ６ ． ０ ｎ ｍ の 範 囲 で は 、
　 36.859+7.617× Ｎ ２ ≦ Ｎ １ ≦ 168.193+9.783× Ｎ ２
が 成 立 す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。  
【 請 求 項 ８ 】
　 液 晶 層 を 挟 ん で 対 向 す る 光 入 射 側 基 板 及 び 光 出 射 側 基 板 と 、 前 記 光 入 射 側 基 板 及 び 光 出
射 側 基 板 を 挟 ん で 対 向 し 、 偏 光 軸 が 相 互 に 直 す る 光 入 射 側 偏 光 板 及 び 、 光 出 射 側 偏 光 板
と を 有 す る Ｉ Ｐ Ｓ 型 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 光 入 射 側 偏 光 板 が 、 光 入 射 側 か ら 見 て 順 次 に 第 1の 保 護 層 、 偏 光 子 、 第 ２ の 保 護 層
か ら 成 り 、 前 記 光 出 射 側 偏 光 板 が 、 光 入 射 側 か ら 見 て 順 次 に 第 ３ の 保 護 層 、 偏 光 子 及 び 、
第 ４ の 保 護 層 か ら 成 り 、 前 記 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 、 第 ４ の 保 護 層 は そ れ ぞ れ 厚 さ 方 向 に リ タ
デ ー シ ョ ン を 有 し て お り 、
　 前 記 光 出 射 側 偏 光 板 と 前 記 光 出 射 側 基 板 と の 間 に 配 置 さ れ る 光 補 償 層 を 備 え 、
　 前 記 光 学 補 償 層 の 面 内 の 遅 相 軸 方 向 の 屈 折 率 を ｎ ｓ 、 面 内 の 進 相 軸 方 向 の 屈 折 率 を ｎ ｆ
、 厚 さ 方 向 の 屈 折 率 を ｎ ｚ と し た と き に 、
　 　 　 ０ ． ０ ≦ （ ｎ ｓ － ｎ ｚ ） ／ （ ｎ ｓ － ｎ ｆ ） ≦ ０ ． ５
が 成 立 し 、 前 記 光 学 補 償 層 の 遅 相 軸 と 前 記 液 晶 層 の 光 学 軸 と が 成 す 角 度 が ± ２ °

の 範 囲 に あ り 、 か つ 、
　 前 記 光 学 補 償 層 の 面 内 リ タ デ ー シ ョ ン を Ｎ １ ［ ｎ ｍ ］ と し 、 且 つ 、 前 記 第 ２ の 保 護 層 の
面 内 の 最 大 屈 折 率 を ｎ ｐ ｘ ２ 、 保 護 層 面 内 で ｎ ｐ ｘ ２ の 垂 直 方 向 の 屈 折 率 を ｎ ｐ ｙ ２ 、 保
護 層 面 に 垂 直 方 向 の 屈 折 率 を ｎ ｐ ｚ ２ 、 厚 み （ ｚ 方 向 ） を ｄ と し て 、 厚 さ 方 向 の リ タ デ
ー シ ョ ン Ｒ ｔ ２ [ｎ ｍ ]を 、 Ｒ ｔ ２ ＝ ｛ （ ｎ ｐ ｘ ２ ＋ ｎ ｐ ｙ ２ ） ／ ２ － ｎ ｐ ｚ ２ ｝ × ｄ と
定 義 し 、 ０ ≦ Ｒ ｔ ２ ≦ ５ ５ ｎ ｍ の 範 囲 で 、 下 記 式 ：
　 83.050-1.18× Ｒ ｔ ２ ≦ Ｎ １ ≦ 228.090-1.08× Ｒ ｔ ２
が 成 立 す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 光 学 補 償 層 の 屈 折 率 の 関 係 が ０ ． ０ ≦ （ ｎ ｓ － ｎ ｚ ） ／ （ ｎ ｓ － ｎ ｆ ） ＜ ０ ． ２ を
満 た し て お り 、
　 前 記 第 ３ の 保 護 層 の 面 内 の 最 大 屈 折 率 を ｎ ｐ ｘ ３ 、 保 護 層 面 内 で ｎ ｐ ｘ ３ の 垂 直 方 向 の
屈 折 率 を ｎ ｐ ｙ ３ 、 保 護 層 面 に 垂 直 方 向 の 屈 折 率 を ｎ ｐ ｚ ３ 、 厚 み （ ｚ 方 向 ） を ｄ ３ と し
て 、 厚 さ 方 向 の リ タ デ ー シ ョ ン Ｒ ｔ ３ [ｎ ｍ ]を 、 Ｒ ｔ ３ ＝ ｛ （ ｎ ｐ ｘ ３ ＋ ｎ ｐ ｙ ３ ） ／ ２
－ ｎ ｐ ｚ ３ ｝ × ｄ と 定 義 す る と 、 ０ ． ０ ≦ Ｒ ｔ ２ ＜ ３ ７ ． ５ の 範 囲 で は 、 下 記 式 ：
　 48.3-1.05× Ｒ ｔ ２ +0.00952× Ｒ ｔ ２ 2

　 　 ≦ Ｒ ｔ ３ ≦ 111.0-0.529× Ｒ ｔ ２ -0.00472× Ｒ ｔ ２ 2

が 成 立 し 、 ３ ７ ． ５ ≦ Ｒ ｔ ２ ≦ ５ ５ ． ０ の 範 囲 で は 、 下 記 式 ：
　 342.0-16.9× Ｒ ｔ ２ -0.222× Ｒ ｔ ２ 2

　 　 ≦ Ｒ ｔ ３ ≦ 111.0-0.529× Ｒ ｔ ２ -0.00472× Ｒ ｔ ２ 2

が 成 立 す る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 光 学 補 償 層 の 屈 折 率 の 関 係 が ０ ． ２ ≦ （ ｎ ｓ － ｎ ｚ ） ／ （ ｎ ｓ － ｎ ｆ ） ＜ ０ ． ４ を
満 た し て お り 、
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交

、 前 記 光
学 補 償 層 の 遅 相 軸 と 光 出 射 側 偏 光 板 の 透 過 軸 と が 成 す 角 度 が ± ２ °

２
２

３



　 前 記 第 ３ の 保 護 層 の 面 内 の 最 大 屈 折 率 を ｎ ｐ ｘ ３ 、 保 護 層 面 内 で ｎ ｐ ｘ ３ の 垂 直 方 向 の
屈 折 率 を ｎ ｐ ｙ ３ 、 保 護 層 面 に 垂 直 方 向 の 屈 折 率 を ｎ ｐ ｚ ３ 、 厚 み （ ｚ 方 向 ） を ｄ ３ と し
て 、 厚 さ 方 向 の リ タ デ ー シ ョ ン Ｒ ｔ ３ [ｎ ｍ ]を 、 Ｒ ｔ ３ ＝ ｛ （ ｎ ｐ ｘ ３ ＋ ｎ ｐ ｙ ３ ） ／ ２
－ ｎ ｐ ｚ ３ ｝ × ｄ と 定 義 す る と 、 ０ ． ０ ≦ Ｒ ｔ ２ ＜ １ ０ ． ０ の 範 囲 で は 、 下 記 式 ：
　 8.75-0.957× Ｒ ｔ ２ +0.0093× Ｒ ｔ ２ 2

　 　 ≦ Ｒ ｔ ３ ≦ 90.3-0.368× Ｒ ｔ ２ -0.00832× Ｒ ｔ ２ 2

が 成 立 し 、 １ ０ ． ０ ≦ Ｒ ｔ ２ ＜ ３ ８ ． ０ の 範 囲 で は 、 下 記 式 ：
　 ０ ≦ Ｒ ｔ ３ ≦ 90.3-0.368× Ｒ ｔ ２ -0.00832× Ｒ ｔ ２ 2

が 成 立 し 、 ３ ８ ． ０ ≦ Ｒ ｔ ２ ≦ ５ ５ ． ０ の 範 囲 で は 、 下 記 式 ：
　 431.0-22.8× Ｒ ｔ ２ +0.302× Ｒ ｔ ２ 2

　 　 ≦ Ｒ ｔ ３ ≦ 90.3-0.368× Ｒ ｔ ２ -0.00832× Ｒ ｔ ２ 2

が 成 立 す る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 光 学 補 償 層 の 屈 折 率 の 関 係 が ０ ． ４ ≦ （ ｎ ｓ － ｎ ｚ ） ／ （ ｎ ｓ － ｎ ｆ ） ≦ ０ ． ５ を
満 た し て お り 、
　 前 記 第 ３ の 保 護 層 の 面 内 の 最 大 屈 折 率 を ｎ ｐ ｘ ３ 、 保 護 層 面 内 で ｎ ｐ ｘ ３ の 垂 直 方 向 の
屈 折 率 を ｎ ｐ ｙ ３ 、 保 護 層 面 に 垂 直 方 向 の 屈 折 率 を ｎ ｐ ｚ ３ 、 厚 み （ ｚ 方 向 ） を ｄ ３ と し
て 、 厚 さ 方 向 の リ タ デ ー シ ョ ン Ｒ ｔ ３ [ｎ ｍ ]を 、 Ｒ ｔ ３ ＝ ｛ （ ｎ ｐ ｘ ３ ＋ ｎ ｐ ｙ ３ ） ／ ２
－ ｎ ｐ ｚ ３ ｝ × ｄ と 定 義 す る と 、 ０ ． ０ ≦ Ｒ ｔ ２ ≦ ５ ５ ． ０ の 範 囲 で は 、 下 記 式 ：
　 ０ ≦ Ｒ ｔ ３ ≦ ６ ５ ． ２ － ０ ． ８ ０ ５ × Ｒ ｔ ２
が 成 立 す る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 第 ２ の 保 護 層 の 厚 さ 方 向 の リ タ デ ー シ ョ ン Ｒ ｔ ２ が ０ ≦ Ｒ ｔ ２ ≦ ２ ５ ｎ ｍ で あ る 、
請 求 項 ８ ～ １ １ の 何 れ か 一 に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 第 ２ の 保 護 層 の 面 内 リ タ デ ー シ ョ ン が （ ｎ ｐ ｘ ２ － ｎ ｐ ｙ ２ ） × ｄ ２ ≦ １ ０ ［ ｎ ｍ
］ 及 び 、 前 記 第 ３ の 保 護 層 の 面 内 リ タ デ ー シ ョ ン が （ ｎ ｐ ｘ ３ － ｎ ｐ ｙ ３ ） × ｄ ３ ≦ １ ０
[ｎ ｍ ]で あ る 、 請 求 項 ８ ～ １ ２ の 何 れ か 一 に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 液 晶 表 示 装 置 に 使 用 す る た め の 偏 光 板 対 で あ っ て 、
　 第 １ の 保 護 層 と 、 第 １ の 吸 収 軸 を 有 す る 第 １ の 偏 光 層 と 、 該 第 １ の 偏 光 層 面 に 垂 直 な 光
学 軸 を 有 し 、 面 内 の 位 相 差 が ０ ～ １ ５ ｎ ｍ で 厚 み 方 向 の 位 相 差 が ５ ０ ～ １ ２ ３ ｎ ｍ の 複 屈
折 特 性 を 有 す る 負 の 一 軸 性 の 第 １ の 位 相 差 板 と 、 前 記 偏 光 層 面 と 平 行 で 且 つ 前 記 第 １ の 吸
収 軸 に 平 行 な 光 学 軸 を 有 し 、 面 内 の 位 相 差 が ８ ３ ～ ２ １ ０ ｎ ｍ で 、 面 内 の 相 互 に 直 交 す る
光 学 軸 方 向 の 屈 折 率 ｎ ｏ 、 ｎ ｅ 及 び 前 記 偏 光 面 と 垂 直 な 方 向 の 屈 折 率 ｎ ｚ が 、 ｎ ｏ ＝ ｎ
ｚ ＞ ｎ ｅ の 関 係 に あ る 、 負 の 一 軸 性 の 第 ２ の 位 相 差 板 と を 順 次 に 重 ね て 形 成 し た 第 １ の 偏
光 板 と 、
　 第 ２ の 保 護 層 と 、 第 ２ の 吸 収 軸 を 有 す る 第 ２ の 偏 光 層 と 、 面 内 の 位 相 差 が ０ ～ １ ０ ｎ ｍ
で 厚 み 方 向 の 位 相 差 が ０ ～ ３ ５ ｎ ｍ の 複 屈 折 特 性 を 有 す る 第 ３ の 位 相 差 板 と を 順 次 に 重 ね
て 形 成 し た 第 ２ の 偏 光 板 と 、
を 組 み 合 わ せ て 成 る こ と を 特 徴 と す る 偏 光 板 対 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 第 １ の 位 相 差 板 の 面 内 位 相 差 が ０ ～ １ ０ ｎ ｍ の 範 囲 に 有 り 、 前 記 第 ３ の 位 相 差 板 の
面 内 位 相 差 が ０ ～ ７ ｎ ｍ 、 厚 み 方 向 の 位 相 差 ｎ ｉ １ が ０ ～ １ ７ ｎ ｍ の 範 囲 に あ り 、 前 記 第
１ の 位 相 差 板 の 厚 み 方 向 の 位 相 差 ｎ ｃ １ と 前 記 第 ３ の 位 相 差 板 の 厚 み 方 向 の 位 相 差 ｎ ｉ １
と の 間 に 、
　 　 ５ ７ ． ０ － ０ ． ２ ３ × ｎ ｉ １ ＋ ０ ． １ １ × ｎ ｉ １ 2

　 　 　 　 ≦ ｎ ｃ １ ≦ １ ２ ０ ． ０ － ０ ． ４ ２ × ｎ ｉ １ － ０ ． ０ ８ × ｎ ｉ １ 2

な る 関 係 が 成 立 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 偏 光 板 対 。
【 請 求 項 １ ６ 】
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層



【 請 求 項 １ ７ 】

【 請 求 項 １ ８ 】

【 請 求 項 １ ９ 】

【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 第 １ の 位 相 差 板 が 複 数 の 層 で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ４
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　 液 晶 表 示 装 置 に 使 用 す る た め の 偏 光 板 対 で あ っ て 、
　 第 １ の 保 護 層 、 第 １ の 偏 光 子 、 及 び 、 基 板 側 の 第 １ の 位 相 差 板 が 順 次 積 層 さ れ た 第 １ の
偏 光 板 と 、 第 １ の 偏 光 板 の 基 板 側 に 積 層 し て 配 置 さ れ た 第 ２ の 位 相 差 板 と 、
　 基 板 側 の 第 ３ の 位 相 差 板 、 第 ２ の 偏 光 子 、 及 び 、 第 ２ の 保 護 層 が 順 次 積 層 さ れ た 第 ２ の
偏 光 板 と を 有 し 、
　 前 記 第 ２ の 位 相 差 板 の 面 内 の 遅 相 軸 方 向 の 屈 折 率 を ｎ ｓ 、 面 内 の 進 相 軸 方 向 の 屈 折 率 を
ｎ ｆ 、 厚 さ 方 向 の 屈 折 率 を ｎ ｚ と し た と き に 、
　 　 　 　 　 ０ ． ０ ≦ （ ｎ ｓ － ｎ ｚ ） ／ （ ｎ ｓ － ｎ ｆ ） ≦ ０ ． ５
が 成 立 し 、 前 記 第 ２ の 位 相 差 板 の 遅 相 軸 と 前 記 第 １ 偏 光 板 の 偏 光 子 の 光 透 過 軸 方 向 と が 成
す 角 度 が ± ２ ° の 範 囲 に あ り 、 か つ 、
　 前 記 第 ２ の 位 相 差 板 の 面 内 リ タ デ ー シ ョ ン を Ｎ １ ［ ｎ ｍ ］ と し 、 且 つ 、 前 記 第 ３ の 位 相
差 板 の 面 内 の 最 大 屈 折 率 を ｎ ｐ ｘ ３ 、 保 護 層 面 内 で ｎ ｐ ｘ ３ に 垂 直 方 向 の 屈 折 率 を ｎ ｐ ｙ
３ 、 保 護 層 面 に 垂 直 方 向 の 屈 折 率 を ｎ ｐ ｚ ３ 、 厚 み （ ｚ 方 向 ） を ｄ ３ と し て 、 厚 さ 方 向 の
リ タ デ ー シ ョ ン Ｒ ｔ ３ ［ ｎ ｍ ］ を 、 Ｒ ｔ ３ ＝ ｛ （ ｎ ｐ ｘ ３ ＋ ｎ ｐ ｙ ３ ） ／ ２ － ｎ ｐ ｚ ３ ｝
× ｄ ３ と 定 義 す る と 、 ０ ≦ Ｒ ｔ ３ ≦ ２ ５ ｎ ｍ の 範 囲 で 、 下 記 式 ：
　 ８ ３ ． ０ ５ ０ － １ ． １ ８ × Ｒ ｔ ３ ≦ Ｎ １ ≦ ２ ２ ８ ． ０ ９ ０ － １ ． ０ ８ × Ｒ ｔ ３
が 成 立 す る こ と を 特 徴 と す る 偏 光 板 対 。

　 前 記 第 ２ の 位 相 差 板 の 屈 折 率 の 関 係 が ０ ． ０ ≦ （ ｎ ｓ － ｎ ｚ ） ／ （ ｎ ｓ － ｎ ｆ ） ≦ ０ ．
２ を 満 た し て お り 、
　 前 記 第 １ の 位 相 差 板 の 面 内 の 最 大 屈 折 率 を ｎ ｐ ｘ １ 、 保 護 層 面 内 で ｎ ｐ ｘ １ の 垂 直 方 向
の 屈 折 率 を ｎ ｐ ｙ １ 、 保 護 層 面 に 垂 直 方 向 の 屈 折 率 を ｎ ｐ ｚ １ 、 厚 み （ ｚ 方 向 ） を ｄ １ と
し て 、 厚 さ 方 向 の リ タ デ ー シ ョ ン Ｒ ｔ １ ［ ｎ ｍ ］ を 、 Ｒ ｔ １ ＝ ｛ （ ｎ ｐ ｘ １ ＋ ｎ ｐ ｙ １ ）
／ ２ － ｎ ｐ ｚ １ ｝ × ｄ １ と 定 義 す る と 、 ０ ． ０ ≦ Ｒ ｔ ３ ≦ ２ ５ の 範 囲 で は 、 下 記 式 ：
　 ４ ８ ． ３ － １ ． ０ ５ × Ｒ ｔ ３ ＋ ０ ． ０ ０ ９ ５ ２ × Ｒ ｔ ３ － ０ ． ０ ０ ４ ７ ２ × Ｒ ｔ ３ 2

　 　 ≦ Ｒ ｔ １ ≦ １ １ １ ． ０ － ０ ． ５ ２ ９ × Ｒ ｔ ３ － ０ ． ０ ０ ４ ７ ２ × Ｒ ｔ ３ 2

が 成 立 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 偏 光 板 対 。

　 前 記 第 ２ の 位 相 差 板 の 屈 折 率 の 関 係 が ０ ． ２ ≦ （ ｎ ｓ － ｎ ｚ ） ／ （ ｎ ｓ － ｎ ｆ ） ＜ ０ ．
４ を 満 た し て お り 、
　 前 記 第 １ の 位 相 差 板 の 面 内 の 最 大 屈 折 率 を ｎ ｐ ｘ １ 、 保 護 層 面 内 で ｎ ｐ ｘ １ に 垂 直 方 向
の 屈 折 率 を ｎ ｐ ｙ １ 、 保 護 層 面 に 垂 直 方 向 の 屈 折 率 を ｎ ｐ ｚ １ 、 厚 み （ ｚ 方 向 ） を ｄ １ と
し て 、 厚 さ 方 向 の リ タ デ ー シ ョ ン Ｒ ｔ １ ［ ｎ ｍ ］ を 、 Ｒ ｔ １ ＝ ｛ （ ｎ ｐ ｘ １ ＋ ｎ ｐ ｙ １ ）
／ ２ － ｎ ｐ ｚ １ ｝ × ｄ １ と 定 義 す る と 、 ０ ． ０ ≦ Ｒ ｔ ３ ＜ １ ０ ． ０ の 範 囲 で は 、 下 記 式 ：
　 ８ ． ７ ５ － ０ ． ９ ５ ７ × Ｒ ｔ ３ +０ ． ０ ０ ９ ３ × Ｒ ｔ ３ 2

　 　 ≦ Ｒ ｔ １ ≦ ９ ０ ． ３ － ０ ． ３ ６ ８ × Ｒ ｔ ３ － ０ ． ０ ０ ８ ３ ２ × Ｒ ｔ ３ 2

が 成 立 し 、 １ ０ ． ０ ≦ Ｒ ｔ ３ ≦ ２ ５ ． ０ の 範 囲 で は 、 下 記 式 ：
　 ０ ≦ Ｒ ｔ １ ≦ ９ ０ ． ３ － ０ ． ３ ６ ８ × Ｒ ｔ ３ － ０ ． ０ ０ ８ ３ ２ × Ｒ ｔ ３ 2

が 成 立 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 偏 光 板 対 。

　 前 記 第 ２ の 位 相 差 板 の 屈 折 率 の 関 係 が ０ ． ４ ≦ （ ｎ ｓ － ｎ ｚ ） ／ （ ｎ ｓ － ｎ ｆ ） ≦ ０ ．
５ を 満 た し て お り 、
　 前 記 第 １ の 位 相 差 板 の 面 内 の 最 大 屈 折 率 を ｎ ｐ ｘ １ 、 保 護 層 面 内 で ｎ ｐ ｘ １ の 垂 直 方 向
の 屈 折 率 を ｎ ｐ ｙ １ 、 保 護 層 面 に 垂 直 方 向 の 屈 折 率 を ｎ ｐ ｚ １ 、 厚 み （ ｚ 方 向 ） を ｄ １ と
し て 、 厚 さ 方 向 の リ タ デ ー シ ョ ン Ｒ ｔ １  [ｎ ｍ ]を 、 Ｒ ｔ １ ＝ ｛ （ ｎ ｐ ｘ １ ＋ ｎ ｐ ｙ １ ）
／ ２ － ｎ ｐ ｚ １ ｝ × ｄ １ と 定 義 す る と 、 ０ ． ０ ≦ Ｒ ｔ ３ ≦ ２ ５ ． ０ の 範 囲 で は 、 下 記 式 ：
　 ０ ≦ Ｒ ｔ １ ≦ ６ ５ ． ２ － ０ ． ８ ０ ５ × Ｒ ｔ ３
が 成 立 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 偏 光 板 対 。

～ １ ９ の 何



に 記 載 の 偏 光 板 対 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 第 １ の 位 相 差 板 の 複 数 の 層 の 少 な く と も 一 部 が Ｔ Ａ Ｃ 層 と し て 構 成 さ れ る こ と を 特
徴 と す る 、 請 求 項 に 記 載 の 偏 光 板 対 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 ホ モ ジ ニ ア ス 配 向 の 液 晶 層 と 、 該 液 晶 層 を 挟 む 一 対 の 基 板 と 、 該 一 対 の 基 板 を 挟 む 、 請
求 項 １ ４ ～ の 何 れ か 一 に 記 載 の 偏 光 板 対 と を 備 え 、 前 記 第 １ の 偏 光 板 及 び 前 記 第 ２ の
偏 光 板 は 、 前 記 第 １ の 吸 収 軸 と 前 記 第 ２ の 吸 収 軸 と が 直 交 す る よ う に 配 設 さ れ る こ と を 特
徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 第 ２ の 位 相 差 板 の と ホ モ ジ ニ ア ス 配 向 の 液 晶 層 の 光 軸 の 向 き と が に
配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ ４ 】

(6) JP 2005-196149 A5 2007.12.27

れ か 一

２ ０

２ １

遅 相 軸 方 向 平 行
２ ２

　 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 観 察 者 側 の 偏 光 板 保 護 層 の 表 面 に ヘ イ ズ 値
を 持 つ 表 面 処 理 が さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
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